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平成 20 年９月６日開催経工会幹事会議事録 

 

１．日時 平成 20 年９月６日（土） 19:00 から 

１．場所 こぶし会会議室 

１．出席幹事 宮元、高木、福田、池野、今越、井上、村田、百万、内藤、広瀬 

１．議題 

(1) 穴水研修会開催に係る最終確認について 

  (2) こぶし祭の応援スタッフの選出について 

(3) 平成２０年度連絡幹事会の開催報告について  

(4) 第 14 回異業種交流会の開催報告について 

 

１．議事の経過及び結果 

 定刻に至り、会長が開会を宣し、議事録の作成者に百万副会長を指名し議事に入った。 

 

(1) 穴水研修会開催に係る最終確認について 

 宮元会長より「９月１３，１４日に開催する穴水研修会には、現在３０名の参加者が予

定されており、うち、２名は鈴木先生と大島先生である。」との参加者数の報告があった。

次いで池野幹事から「大島卒研の卒業生９０名のアドレスを校友会からもらい、案内葉書

を９０枚郵送したが、残念ながら今のところアプライがない。また、平成組の幹事諸氏に

も連絡したが出席の返事は、北本さんが検討中とのことで他は未だないとの状況にある。」

との報告があった。その後、宮元氏から「材料は、３０人前を用意することにし、講演は

大島先生、アトラクションとして鈴木先生のバイオリン演奏が予定されている。なお、ア

ルタイル乗船は、１５時を予定する。」旨の報告があった。 

 

(2) こぶし祭応援スタッフの募集並びにチケットの販売について 

宮元会長からこぶし祭のパンフレットが配付され、「経工会に割り当てられた今年度のこ

ぶし祭応援スタッフは、１０月１１日（土）１５：００から１７：００が１名、１０月１

２日（日）と１３日（月）の９：００から１８：３０が４名づつ、１０月２５日（土）９：

００から１６：３０と１０月２６日（日）９：００から１７：００の担当を２名づつ募集

したい。井上氏は実行委員、福田、宮元、百万は企画運営委員、高木さんは支部委員のた

め全日程に参加しなければならないので、是非とも幹事各位の協力をお願いしたい。現在、

宇野、村井、今越の各氏が１０月１２日、池野氏が１０月２６日の担当を承諾しており、

協力できる日を申告してもらいたい。他の日については、池野幹事から島林幹事に連絡し

てチケットと応援スタッフについて一任することとしたい。チケットは、１５０枚割り当

てられており、既に島林氏に全て渡してある。」旨、提案があり、幹事全員了承した。 

 

(3) 平成２０年度連絡幹事会の開催報告について 

高木副会長から「去る９月１日（月）12：00 より本学の 14-302-2 会議室にて在学生を対

象とした連絡幹事説明会を開催した。内藤幹事長が 急用で出席できなかったが無事終了
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した。10 研究室のうち９研究室からの参加があった。 

昨年と違い、在学生相互のコミュニケーションがよく取れており安心した。リーダーも決

まり、第２回を 10 月 15 日（水）午前 11：00 より野々市校舎において開催することとした。

その時には、幹事長、粟島（卒業記念会場）さんにも参加をお願いしたい。当日持参予定

であった「経工会のしおり」については、そのときに配付したい。また来年度は 年度初

めに連絡幹事会を開催したいので、皆さんのご協力を期待する。」旨、報告があった。 

 

(4)第 14 回異業種交流会の開催報告について 

池野幹事から、金沢スカイホテルで平成 20 年 8 月 17 日（日）に開催された第 14 回異業

種交流会について次のような報告があった。「加藤鴻介先生（金沢工業大学情報学部情報経

営学科教授）に対し、内容的な確認の了解を得、既にＨＰに報告を掲載した。内容は、以

下のとおりである。」 

「平成 20年 8月 17日、第 14回異業種交流会を金沢スカイホテルで開催しました。今回は、

加藤鴻介先生（金沢工業大学）を講師として招き、「企業戦略とナレッジマネジメント」と題した

講演を行いました。冒頭に加藤先生から自己紹介がありました。先生は、平成 16年から約 3

年間、金沢工業大学虎ノ門大学院で客員教授を務められ、現在も大変多忙な日々を過ごさ

れているということです。趣味のスポーツはテニス、食事を引き立てるワインもお好きとのこと

でした。今回は、財務・顧客・業務プロセスなどの視点で体系的に戦略手法をまとめた「企業

の戦略マップ」を中心に、組織におけるナレッジマネジメントの重要性について演習を交え参

加者へも意見を求めながらわかり易く説明されました。普段はあまり聞きなれないビジネス用

語に時折首をかしげていた参加者もみられましたが、組織全体の知識量の変化をみる簡単

な演習を通して、一人一人の知識量を全員で活用できれば、組織全体の知識量はその何十

倍にもできることに気づかされた参加者からは一転して、「なるほど！」と大きくうなずいて納

得している様子も見られました。懇親会では今越監事(2期)の乾杯の挨拶で始まり、講師を囲

んで意見交換が行われ終始和やかな雰囲気の中でお開きとなりました。」  

以上をもって２０：３０に会は終了し、次回の幹事会を１０月１８日(土)に開催すること

として散会した。 

 


